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美博など16施設を紹介
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博物館や資料館などを 会に加入している施設一掲載する。ヨ品幽圃臨躍二円
J川、J艶薗・園万
紹介する小冊子「東三一を中心におカ所を紹介 藤田センター長は一 泊量輔
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ブックレットの別冊と一はじめ 豊橋市美術博士
Jてつけ。この本を手
τていた。一る闘いち荏同セン
して出版した。一物館、豊橋市二川宿本一にさまざまな資料館に
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同センターは昨秋、一陣資制館、蒲郡市博物一出掛けてほしい」と話一望者には無料で配布す一
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）へ。（竹下貴信）
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紹介冊子作成震知大学は、束三荷各地にある博物館や資制館、図由館などを紹介する小冊子「東三荷のミュ
1ジアム」をつくっ
たロ包施股の毘一市概要や特徴、交通手段などをまとめている。地輔の文佑や鹿史に関心のあ 人に参考にしてもらい、施股同士の 読にもつなげた という。
A5
判却可。
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愛大東亜同文書院大学記念センター
博物館や資料館紹介
愛知大学東亜同文富一廉三河の主要な博物館院大学記念センター一や資料館と連携して東（藤田佳久センター畏）一三向の文化を発信しょはこのほど、東三河の一うと「友 舎を設立。博物館や資料館などを一会に加入している施紹介する小冊子「東三一 中心 剖カ所を紹介河のミュ
lジアム」（
A一ずる。
5判、田内）を、同密院一同センター展示室をブックレットの別冊と一はじめ 豊橋市美術博して出版した。一物館、豊橋市一一川宿本同センターは昨秋、一陣資料館、浦郡市博物
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④ 東日新聞縦議議議：） 4 月268 （日）
密自員研究員が、購師紹一にわたり、昭和初年一縛などを失い、復学一たびに列車の中で犬脇氏一介者、百年ほ一の「雲件降伏」と できなかったき一声で聞こ
3
つに
ノ数回ど前、豊橋市美智一いう歴史上初めての衰え一自は、つこれは言い稲荷h匙ら平一躍で車業生の写真出雲で突然、震一愛大創設のひとりで一てだ
uと食べた」
割混持駒一家・東松照慢の写 になっ美学（霊同文審院最後の皇と契その人柄に刊舵語：一震の際に、平田さ一要書院）と学生の了本間喜一氏につい一ふれ禿動斜一回竺んま東海自一新襲一運命やその後、皇て「富に残り、学一愛大事件では、聾ト翻日謹一望して写真展嚢一地区初の文葉大学一議、成饗を守っ 警が学内に立ち入1婦人闘
7t組んでくれた」と一として、関学した愛一再ち帰っさと愛一ることを認めずさ一
、般職
U
の一誌を述べ有一大の警を歴史的に一大創設につながった一警かげられた差一
t場超竺平田氏は、豊川市整した。 いきさつを話した
o－を身体を張って守っ一
軍島町三重。茎宮雑誌「巣一敗戦では、富な 昭和室
5月の愛た。「親が手どもを一
占総恒一樹園」同人。実経ど外地にあった大学大事件では援の大警察に突き出すことnM
平愛知大壁素直閤文一た「東亜同文書警一襲撃。喜重の引き揚げ学徒は、一学
Hと風評が立ち、はない。本震の学
イ軽自宅ンタ卒、一語大学」言・一校（量理学）一号ばゃい対応で一
i323
ち矢
島君お日午後
2時から同一平田超人民が、愛大言した当時愛周年
8易易閣議一たれ、議選つく学富警守った行
リ路樹むセンター講義室で一への思い入れを学外大が撃したこともで東大、実などの一なったことがある。望、称賛すべきT慰霊山「学外者から見た愛玄の立場から熱く語一号、あこがれ喜一無条件受げ入れが決一平田氏は「壷屋弁当と大学史に残美事的東記知大学」のテ
iマで一：一ったのが、本紙連蹴てまった。一部は、寄付の約束を件のときに何が警
要望を開いえす先立って同 になっ弓一しかし、議の混一守っちこれをたのかなどを詳しく4
海日日新聞に連載し一センターの類宅建はん
2時間乱から学籍簿、成績一重量尽き暗ド
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2 0 0 9 年（平成 2 1 年） 5 月 8 日（金曜日）
愛大東亜同文書院
大学記念センター
意味深な近衛氏の書も
てしまうため、残るものをと碁盤になったという。ちなみに本間氏の次の建財社長は、オリエンタルランドの
2代社一「川や瀬券選れば大
長の高橋政知氏。本間一波、山を登れば足下の
碁盤は、本間氏が昭一氏と東京ディズニーラ一道が危うい」と、どこ和初年代に社長を務め一ンドとの意外なつなが一へ向かっても危険があていた東京の不動産会一り私語認された。一るの意味の漢詩が書か社「建財」の退職金の一近衛氏の醤は、山本一れた番。「投資の失敗一部としてもらったも一達雄・元日銀総裁に贈一で巨額の損失を出したの。厚みが初号ほどで一られたもので、同大に一現在の大学の厳しさを璽摩感がある。一ゆかり ある関係者か一表している」と寄贈さお金を渡すとすぐに一ら寄贈された。一れたという。震知大学のために使つ
「蔵居文庫の整理費に」
愛知大学東亜同文書院大学記念センターにこのほど、本間喜一・元愛大学長が愛用していた基盤や、愛大の前身である書院大の創設にかかわった近衛篤麿氏の が展示された。また収蔵されている蔵庸文庫の整理費として
110
万円の寄付があっ
た。（竹下貴信）
周嗣芽斤タ干ロ雪語き草案芝
本間氏が愛用していた碁盤
H愛知大学東亜同
文書院大学記念センターで
蔵居淳さんが川万円寄贈
蔵居文庫は、書院大一良造さん 中国関連をの卒業主の故・蔵居一中心にした書籍
300
万円の寄贈があり、同センターでは本の修理費などに充てることにしている。
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愛知大東亜同文窃院大出畜念センター盆橋市町畑町」は七月から、東一一一河の中高まを対象に百年を超える犬学の歴史を説明する出前授磁を始める。震大の前身で中国・上海に戦時中まであった東亜同文密院大などの歴史はほとんど知られておらず、苦い世代に侵摘をアピールずる。長田功｝
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ヂ仰向
（平成 2 1年）＿ 6 月 2 1 日
初日から盛況の鯛霊験聾襲撃央公民館で
初周年記念の美術展開幕
男折
真、悶窓、押
L花から一$企九、来賓コーナー
ニットやフラヲ
I一アザ一では町内の写真家・山
イン、癒旗（ひょうた一本宏務さんの新作や、ん）縮工 郷＋吏研究一伊様鰭男町長がレンゲコーナー－
h多彩な内山口一畑司可愛犬を煩った毎
戸、一真、佐原照夫数育長の今回、初の目玉傘幽一油彩画、市制下智雄関節
小坂井町一文筋役立却一公民鎖エ餅を訴げて椛一は、察知大学から借り一長制作の鍔（つば）な周年記念の
2護搾品実に聞か也、幻自も一受けた資総による「東一どが話題に
e
度」がお日、同町一巾央一行われる。一盛岡文需院大学廃」だ
e一無料参加の小物作り
一同町教賓が拠催し一当時の歴史や出来店が一やお絵摘さコ
11ナーで
一た。先ほど町文記会館一写真や解説で紹介され一は、会員の指糠で貌
44
一立行っ墓話発表に統一興味深い。霊宣告一た系仲良く参加。ふ一手
Jlト部門た。各会一が撚心に見入三」い一れあいを深めていた。
一場には脅迫、絵画、写 た。一（星野のりこ）
IK'l 
小坂井
「由m．血問文脅院大学
E4
町文箆
＂＇ロ安定三輔ii
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?L院胤除盤
中学生を前に迫力の讃武を披露する
応援団員たち
H新城市ちさと館で
事
⑭ 東日新聞龍嵩詩話） 7 月 3 日（金）
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。同文書院記念報目
VO
しげ
愛知大学東車問文書院大学記念センター／編集・発行愛知大学の淵源となった東亜同文智院大学の歴史を探り、資糾を掛す活動を縞
原民間ク夜軽兄だ i 月タタ文け
点示文ロ文、弟山ル、 I' i 密る毒令震孟h霊意盟主語き議実費
~日大岡同国ぐ政津駅 商学大こ中学で 11 文つ・騒前は崖記学展涯の・「月骨て純が市 08 久念東
示好資束、院｜三隼民年セセ亜
会の料車ア、龍郎んホ 7 ￥，：戸両
同副Lf1:rｷ 
‘k~，·l 同X軍需式宇崎町 ・・・・・・·.＂ •m 健1l I 
自由＂＂，た司区別問:t:11聡 H・・，，，，＿山 M 治m I 
口鶴.‘同文書健記念轟企会包1章式 I 
2念セψ ，－flj",tr.111ロ純目録＠ 0・・ MG拘 I 
忽瑚年,i記念屯円ー活Sllllil ' ｷ I 
会文 i’ 
笠墜；．？却m寓aの密
をのつE教学二三塩同大亜の学問Jj又八ずら口問付ノU 治 10 学問「 42 文録自主長自）属中 月時文私期容し摘京に，高央朗、代笹の生院
て演同あの校大氏保」て院東｝大
を聞いた。記念報
VOL
口で
は郎年
6月に聞かれ
た倉田俊介氏（東亜
いる
0
・刈谷市店身の倉田俊介氏（大正叩年生まれ）は昭和四年に上海にあった東亜同文噂院大学巴愛知県費生として入学、間四年、学徒出陣して湘桂作戦、長沙戦に参加、戦後は日商産業（現・日商岩井）に就鵬、ジャカルタ所浸としてインドネシアにも赴任 昭和
日年には掴友会幹事に就任した。保坂治朗氏は、目白にあ－った東亜同文轡院大学の前身の東京間文骨院、さらにその前身の目白中学（明治招年設立）の校児と嘉納治五郎、相原文太郎、河合塾を蛤めた河合逸（蛍摘出身）、細川躍成、謹立自白中学校長、金田一京助、清
水七太郎ほかの教師陣を通じて自由中学、京民間文容院の匝史を探っている。ほかに平成凶年度、節目回東亜同文需院記念基金績 受賞した工臨時宍代子箸「われ巣鴨に出頭せず近衛文麿と天皇」授賞式の慣織を報告している。同記念センターでは、
7月羽田公開講
民会「策国間文時院大学の教育、とくに中国語教筒について」（制帥－
g回一
郎東亜同文瞥院大学位期生一、極旦大学、縦州大学顧問教授）を愛知大学豊橋校舎本館
5階会横室で聞
いた。
2009 年 8 月 7 日（金）東日新聞
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東日新聞話揺繍留 7 月 14日（火）
愛知大学応援団はこのほど、新城市内の中学生たちと交流する取り組みを始めた。出年前、大学設立の際に、岡市に住んでいた実業家から多額の寄付を受けたことに対する「恩返し」の意味が込められている。
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⑭ 東日新閣議路議議） 7 月 15日（水）
つらい時「エール思い出してJ ; 
E国
圧倒的本物の迫力
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「かっこよくて鳥肌が立った」「あいさつや礼儀が人間関係の基本だと思った。私も見習いたい」など大きく影響を受け
仇匹 汗ぺ、＇ .、 弁事’q ‘『：a；ぺ＇＂ ~ 
し一·:S，；，，＇守言、i ? ι：：71弘日：伶♂φ』
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⑥ 東日新聞穏踏鵠指） 7 月31 臼（金）
パネルを使ヲて本間イズム「教育は震なり」を
m話す
る鶴知字ん｛線影・児主）
イ？
同慎一間寵を披露する応一首長良彰・司王）
l~ 
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ユ一－一す一
百四時問問一円割問主一YE
捌・
F湘一
込援干園田。
葺盟わ同庇る
H
幽圃民生一
事一同市かす－
JA
－－ 喧一
いか二寸わ留トー：聞広摺－
E
F殺人山に練
t肱2・．‘べ一週薗応郷一
Fda
’Jnm
目
F陸時一
聞と銀成部は一廓の一
品恥－－
h司、－・才凡同三草結束を固め、－愛知一
EaTTL
一コヨ
7
也、
A割引
1HL
大学の韓”警は一
BrV1
〈
J
’hV1E
、，vt
況なり」空間イズ一
，’
hi
－－
lit
－－
zph
ム乞信一るべく、行一
結束固い愛知大肇慮援園と写真罰則山口同一
V1
0「註ロ）一方、附和初年、益悪も人数はとえ、導寄った。開削るごとも恒例にな脇市
T郷中学移民か
年皆、「日窓列島ク定患韮応援団迎魁もかく同好会的な助役知大学構内の被写った。ら愛知・六学佐脱究彦一ニクル
l東諮問の初代総理 当時きしかなかった。体から、襲闘の演このさつにして学芸ての「逸話一
おきが、議市の語大学高野一そんな吠般から脱事舗の動作毒韓関も隆盛とな警書店五哩部俗博物館で聞かれ時十一設が就任している却しない』話時の光るさつになった。写り、剛山綬鴎佼機会制
7月日
ug
住居一
九その時、東松氏のて多匂部学生課長の照り計嘉吉厩夜間が一体（荒木仁字会長）が来中学校 校生一位向。一から『今 一大匂露こ さつに、愛知らいでテコ入れ長すになった添活でもあ作られ、チアリーダ
85
人を対象に「本
部の活動はどんな同州大学創成期の 品山、ることになった。る。そのため中学、
I部もできた。間イズムの締結と、
合ですか一品招待に隠語名誌
2001
意思高校へ寝室そんな宅、話服従陶芸講堂
弓は、毒患 畿で年 憲照明氏（胞に間
t
たり、意六時吾、
201E
年壮行会」に参加し
7民総氏が在学中のあった。和叫浮き、八木祥の諮品両日出動のスナッの名古尿管島港出とた。これがその時に白羽草こま、
3也しかし、夏草花氏（慰霊）、芸闘を新聞社に僚ともに
ZA
詰」第六助手迂部の惚
釘芸劃が匙代に位、服役悶富山本海麗（間程悲喜、害い一時占官迎えたといって った作品であるされ、彼が初代符長良は激減し、部存続準） 新将旗（悶
HU
年、磁波圏員の卒幾良い。（愛知大学同窓会特
となコている。が心
gd
れι［行
J、ままさ芝山謀役に迎写良や悶報告昌をいま空知大型程品目代般員・越知町時）
ーーー，d色
wフ
発表者とテ
lマは、一
一①ダグヨス・
R・レイ一
一ノルズ氏（ジョージア一一州率大学）「明治のも一一う つの革新的パ’イ方一一ニアと
L℃の東亜同文一
一審院」②マリアジヌ・一一パステド・ブルガ
l氏一
一（フランス学士院）「却一世紀塑高のヨ
lロッ一
一パ人の東軍同文審院に一一対－する却語と視点」③一一ニキ・ケンジ民（ミシ一
愛知大学東亜同文書一ガン大学）「ミシガン一院記念センター（藤田一大学における東
E同文一
佳久センター長）は凶一極院およびアジア系文一日午後
l時から愛知大一献史料のグ
lグル化と一
学豊橋校舎記念会館一その利用）④武井義和一で、国際シンポジウム一氏（愛知大学東亜同文一「欧米研究者から見た一番院センター）「第
2一
東車同文醤墜を顎＼。一次大戦俸の欧米におけ同センターがプロジ一る東
E同文麿院」。一
ェクトとし℃進める、一コメンテ
1タ
lは栗一
東亜同文書院をめぐる一回尚弥氏（国学院大一国際シンポ。一昨年の 学）。日中研究者によるシン一聴講無糾。一ポに続き、今回は欧米一問い合わせは同セン研究者の発表による、一タ
l
（0532
・q・一
新たな視点からのアプ一
4139
）へ。一
ロ
Iチ。（杉浦文夫）一 ら院ムか童間対者伐州究帥較研廉州米た一は欧見ぁ
2009年 10 月 9 日（金）東愛知新聞
究する国内外の五人が登埴。問書院が明治期に果たした役割や欧米人に影響を与えていた側商の研究などについて発表した。
－（中日新聞社後援）が十
東亜同文書院を目、豊橋市の聞大豊橋
一校告で開かれ、約八十
欧米から見ると一
一人が参加した
H写真。
愛大でシンポ一同大の前身で戦前の
愛知大の国際シンポ一中国・上海にあった東ジウム「欧米研究者か一亜同文苗院について研ら見た東軍同文書院」．
困駒大学組問鴻院大学
国膿シンポジウb.
とき： 10月 10日同午後1 時～5時とこ
ろ：愛知大学豊橋校舎毘念会館（町畑
町） 内容／鶴節：「欧米研究者から見
た東亜同文書院J①明治のもう一つの
革新的パイオニアとしての東畳間文書
院／ダグラス・ R. レイノルズさん（ジ
ョージア州立大学）＠20世紀前半期の
ヨーロツIT人の東亜同文書院に対する
知識と視点／マリアンヌ・パステド・
ブルガーさん（フランス学士院）＠ミシ
ガン大学における東亜同文書院および
アジア系文献史資料のグーグル化とそ
の利用／ニキ・ケンジさん（ミシガン大
学）④第2次大戦後の欧米における東
車問文書院研究／武井義和さん（愛知
大学東亙同文書院大学記念センター）
⑤コメント／栗田尚弥さん（国学院大
学） 定員： 150人（先着順） 参加料：
無料その他：英語・日本語の同時通
訳あり。当日は隣接する「愛知大学記
念館」の中の「東亜同文書院大学記念セ
ンター展示室Jを午前10時から公開し
ます間合先：愛知大学東亜同文書院
大学記念センター｛B47 ・ 4139）、社会
教育甥｛B51 ・ 2849)
2009年 IO 月 11 日（日）中日新聞2009~ 9 月 15 日広報とよはし
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10月23日（金）繍蹴脇東日新聞⑨ 
本間イズムと、・
1命．
愛知大学
ifb
事畠
本間イズムと河川悦一一愛知大学
3
ぷ地駅仲町
i
その山
H倣を例会誕
J
から学ぶ
i
実質約 1 カ月で完践の 3揮のエコ・ミ二ハウス
ofh~臓が！ら樹自イズ必読自旦：21:
底恨の根強り勤約
3時
間半で申完了
防~1
「束三河は 1 つなり」の4
J C最初の合同鑓員会〈附
和36年 6 月 11 白、精郡ホチ
ルで、鎗宥は申央昌三｝
NPO砲の図書掃づくりの皆
さんの間伐実習（写国樋供・
穂の周縁づくりの会〉
今年
4尺第三、露大一実議事一河史子章一
C｝は、語、鐙密室嚢判所智、創意義知
学患会議長づ修了のあと、鐙詩体となって作ってく川、運震の
4
初代霧糞であっ李に対喜男を
いて主知大震念復圃定撃の車引に手れた「エコミニハウつの
JC
が、「
4J
た本聖一氏は、思憤
Uまなかた
a
センター「友の会・がりたものである
e
ス」であるるC経済活動寮員会」師三繍忠彦初代段高奇、その御子息で
まちはたクラブ」が森林幾 不況 過盤情鉄道霊長の重宝げた
ωその総長官とともに、銭努詣話郎氏｛一布
部会活動のーっとし疎化ほよる労働力の伊際毎
Cんは、常々時の且語
JC
但苔の判所の「機格改革」豊岡商工会餓所会
て家窓口れた・不足から、国の露こんな詣婁
τい副署長草野箆毒っ右筆を集惑は、社団怪人東
この一部会のき骨もあヲて間望護た＠氏でき。かした£での護学三一踏襲究セング恋務所は、震知大学や
NP0
・秘の園緑「実関・盤川水系録近では、「現三者としてである。
l煎志向問として、
の室町畑町露町づくりの会が中心にの民一一一河地署管え河・誕の自立とは」愛知大学を盛岡両に「第
2創成期の君
の小松町＠活動の固なって間伐の装をた降、冬の
1月に湿ゃ、期制到来、畿創ったのも、亙憶は大学」に対し、量
的は、愛知大学の精縫じ進め、その材料曲目半島では菜 花が偶の間在サベ嘩第鵠日本の中心に低料
υ、憾校合新神ナ部構惣の
仰とも
gうべく「本串使って「つみさハ満開となり、問じ時は何か、近隣市町村全国から儀努韮喜検討会議」なるもの
間イズム」警の発ウス」を作るという闘と奥三河の香山ととも 描く霊へや学生が警りやす 替、協力痛を館地 して、広く市 い主匂 く、敷い くれた。民完々に揺して攻寄ま愛主つ一？？
OB
である霊
祭翼団事育
pv愛
y
り鍔諮問問抗議抗議
いA6
の。いるスケールの大き蓄米間将一先生の精
その活動禁に、もので電ではスキーができと、地方分緬への方薬問先俄である一。神、愛知事の精神このほど『エヲミ間伐された材木る。北 山、閣には肉 霊に逃ん いだから、壊後たでもある、「 はニハウス」すきは、響詩の刷葎セ海とい－尋猿 立地るので妻。だ語、薗際問題研愛なりの本間イズ語られた。変知県ンタ
1で加工積木には襲でわずか
122
密室嬰語、整轟主研究ム」喜穫しな切れ
北装車線村揺され、組立セット、
oぐほかに例責震の身代わりとし所、中器産議定唱ないと思って
奨する「つみさハウ袋持の杢字詰ない好地織で奇骨」て創った愛知大学」税務などいくつも い
oi
主であ 可よって還で語、と「喜一河壊が
1
は、撃の食護の付震倒語ったのこのエコ・ミニハ
これは、遺恨叫引が盤恨・猪宵恩の板金つになっての観光時代に、「酬明沼忍鐙である。ウスは、「まらはた間伐材を生かした履きんが憾山霊前世 控室密室寄っの繍市長 醐慧と、機当時、議文化協クラブ」 して そ「とよね木サイクル麓サッシは因ロので
6Q
作物草笛でサツマ会室長神野太郎氏れ忍苦する量と
システム」の一環隠人さん夫婦、法橋昭和幻年ごろ イそがたくさん多骨（元経矯尚工会絡所なっ子で、震（さびしさの喜嬰
γ～や滋損害一向は
1つなり」から還に倒（つ会事は、高官一「震とご耐力を
HR好氏（援知大岬での塗装犀さんたち、というキャッチフレく）った」といろ括氏に対し「由聞の匠かお願いしたい‘一日一遺構借地減速機セこれ宇和議砂負ヮてく
lズ一が盛んだった。は有名であるが、そら文化の光を燈して（「まちはたクラ
ンターム緒研究百円）れたのが犠鉄懲役。錐繍均年金様所（』れだげではない。下 い｝と文化貨をブ」代議・飽知噂）
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肩掛繍訪附ラ7
｛相~穣街磁）
代表鎗知事
守4U-3109 llllt市小訟町131t泊
由（0532)46-0881
ヨー『『『～
ぺ二ア～でで司l重重
展示会場
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当包念センt-1主、こま官時·•でJt{延岡文S院のあゆみと射広かかbる俗語賞金金行司て畠たが．
今回神戸で実鎗するにあたり．当箆念セン9ーにも採文民俸のヨ防拘滞あるたゆ級文と慣例.い
神戸や混血奇1：おける孤文の来たした足感と役割t.fttかぴょがらせ‘今日の視点から蒋野健してみたい．
盟主般／霊知大学.還問文書院大拳密念セン~ーA－プン・リサーチ・セン’－
・後鑑／長.毘11:'1!著書員会／神戸市敏宵望書員会／｛財｝夜中山信念会／麗売新鶴大震本栓／
(!It）館山会／愛知大学問窓会
圏愛知大学東亜同文書院大学記念セント
守“’・舗包震鰭..，慣市町島町M
腎l.（舗剖岬4・39 FAX.(1聞置｝岬＇-41鑓 E.fl'岨？ドレス世曲師＠胤岨酬・も脇島
諒一…知山潜川愛銭叩
読売新聞大阪本社 2009 年 10 月 28 日（水）
I irit~~，，~：：：：＇.＇＂＇·＇＇＇：リ；会1, .,; -li1戸、長崎そして | 
＼ハ 球部伺釘1：佐伯JI大学一｜
神戸新開 2009 年 10 月 29 日（木）
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神戸で
来月 2 日から
愛知大の前身・東亜同文書院大孫文関係の資料展
愛知大宇一生の純一士郎の兄弟は孫立を一北京で亡くなる時まで付き『盟慣市〉一支指し、特に縄三郎は孫文一添った。現知大学の県組同は、岡大学一の脇由として
1925
年に一文由院大学記怠センターに
に
IL－－の前身で、一は、山旧日却の
内山叫
dMJ
温海外高帯教－は週艇から布閣を
宵機関として中国・上期に切受けるなどした股立された明暗同文臨院大和数多くの孫立関学の質料腿（脱売新聞大蔽一的係資料が所越さ本社など償慣
vを、日月
2
断れている。
口から
4口まで、神戸市中間会期中の
3H
央日の神戸田師会調岡崎で開店午後
l時から、
制ずる。間同じ会場で潤縞腿一以のテ
i
マは，中国革
lu
会も開倒され
命の父」と呼ばれた孫文
i
応る。この中で地
存関いけ
3樽院大の教師だっ以元・神戸の宮井
た山間出政、その弼で事積二一古・孫文配怠
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..－~崎町遇面画 a・・・.，，.，. 聞－·__ ，..＿.，..司’司君務理承認！精n司~1"(1特！？？楼 1縦割
片ープ’丹ケ！十－~－~~－；ill
館長が「孫立と神
μ’と随一
して孤立 神戸に慢した足一跡を取り仁げ、配念センタ一ーの武仲介暗和研究闘が「誠一文レ』東亜同文書院・建知大一学
Lで、孤立と同文樹続と一
のかかわりを甜る。撃加白一由、入国咽無斜
u
（木）
東亜同文書院戸資料展が開幕神
1901
年に中国・上海
で設立され、日中で活臨する人材を輩出した東 同文雷院の歩みを紹介する資料毘（愛知大学東
E同文書院
大学記念センターなど主倍、読売新聞大阪本社など後援）が
2目、神戸市中央
区の神戸国際金融場で始まった。
4日まで。入場無料。
東亜同文書院は日本初の海外高等教育機関で中国研究の先進施設 執封革命を指導し、神戸にゆかりがある孫文の資料も多数保管していた。終戦で閉校したが、戦後、日本に引き揚げた当時の教職員らが愛知大（愛知県豊橋市）を設立した。資料展では、孫文記念館（神戸市垂水区）の提供資料を含め、当時の賞理な写真や孫文直筆の書など約100
点を展示。
3日午後
1時からは孫文と東亜同文曹院に関する記念髄演会もある。神戸市灘区の無職男性（位）は「轍密な中国研究に驚いた。歴史を知ると現代がよく見える」と話した。
2009 年 1 0 月 29 日説先新聞愛知！仮
2009 if・ 11 月 3 El （火）読売新聞 till 戸版
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還期大｛愛知県豊橋市｝の前身で、 1901年、 B本初
の海外高等教育施設として中国・上海に設立された
東盛岡文曾院の歩みを写真など約100点の資料を添
えて紹介する特別震（麗売新聞大阪本社など後援｝
が11月 2 目、神戸市中央区の神戸国務会臨場で始ま
る。 4 日まで。入梅無料。 東E同文書院存在知って
東亜同文醤践は
1現地の年かム横浜や東京など各地る記念講甑もある。
日本人を霊に、経済華民運震を襲じてい弓藤田教授は「歴史の空白育レベルの底上げを図る目別今回は、孫立記念館（神一戸部分を謹ゆる貴重な資料も的で創設。昭和戦争が終わ特市垂水区）の提供資料を会ある。生の資料に触れるこるまで
g中で結盟する人材でめ、授業風景を写した写真とで、東盛岡文宿院の存在
の育成に努めたほか、中国一戸ゃ、神戸にゆかりがある辛を多くの人に知ってもらい研究の先進施設として 役神亥革命を指縛した孫文の富たい」と置している。割を果たした。
Fり鐘曾などを展示する。問い合わせは、霊知大東
震知大宅寝からの引きか
3B
午後
1時か色、藤亜同文書提大学記念センタ
揚げの関係者が酸立。当時日田憧久・愛知大教授や安井
l
（n532
－m
－
413
の資料も型薙いだ聞大学
2
一一一吉・孫文記念館裏らによ
9〉。
が、東亜同文書障が一教育施月
E
舘として存在したア
Eを知来授業風景写真、孫文直撃書も
ってもらうため、
2006
．
2009 年 10 月 29 日（木〉読売新聞神戸版
孫文の歩み講演
東亜同文書院資料農
震知大（霊知県豊橋市）の前身ル去』れる東亜同支窃院を紹介する「神戸資制展示会・韓損金」（鶴売新蘭大車窓社
fよど後援）の鵠横一
品誌が
3白、神戸市中央区の
神戸国堅議場であった。東亜同文書院
OB
と親交が
あり、 とゆかりが漂い孫文（
186611925
年）の歩みに、約
160
人
が哀を傾けた。東車両文書践は
190
年に中国・上海に設立され、日中両 で話顕した人討を数多く輩出した。当時の学生らが職探革命〈
19
11
年）前後の孫文を支援
したという。会場では、愛知大の藤田佳久教授ら
4人が孫文をテ
ーマに蹄損。孫文記念掴〈神戸市垂水区）の安井三吉館長崎孫交が
1895
年か－
ら
1924
年の問、通算で
約印自問神 に滞在したことについて、「華僑社会があり、観交の漂い人が多かった」 説明し、「孫立を大抵迎した神戸には革命を夢見た孫文のロマンが今もa安調廿ている」と話した。
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2009 年 11 月 4 日｛水）読売事時間神戸版
部、水産学部をつく一佳久氏、今泉潤太一さんから大学設立当一って、総合大 にす一郎、大島隆一雄両名菅一時の苦労話などを間一るなどの夢のほか、一教授も同席し、展子一いた。一食糧難で体重が
mJ
一
も減った事な が記され、最後とし「今度の大学設立のごとき、もし成功すれば、金のおかげにあらず、小生印年赤貧に甘んじ、正義の道房達んできた跡を認められた結果と存じます。目先の小さな利益ばかり追いか廿る者の到底成し遂げえ蚤所にこれなき候」と真情を吐露している。岡田ぱ、佐藤学長のほか、東亜同文書院センター長の藤田
東日新聞認嵩諒鵠） 11月 19日（木）
本間名誉学長の長女・殿岡展子さん
愛犬ヘ手紙など寄贈
本間寄一・愛知大一佳藤元彦学長に本間学名苦学長の長女・一各苦学長の愛犬設立殿岡愚子さんが口一以前の貴重な手紙な目、愛知大学ま訪れ、よ病問点季最した。
吋唱
② 
寄贈された資料を前に懇談す
る佐藤学長と撒間最子さん
（愛知大学で）
これは、本間名替学長の旧姓・小池喜一時代で、小学校から翠震立第四中学校、翠尽商制大学のノl卜や資料など。
特に昭和訂年
9月羽
田付のおいの信哉氏（実家） あてた手紙は、愛知大学設立以前の大変貴重なものといえる。内容は、なぜ、豊橋に愛知吾妻つくろうとしたか、とりあえず法経学部をつくり、将来は鹿学
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⑨ 11月 20日（金）護福謀議〕東日新聞
－－－－－－－圃圃・風〕本間イズムと愛知大学ーその翼髄を実話か急千ぷー実例縮
越知専著
｜間資料編企画・越知専編集・平田超人東亜同文審院は
1
901
（明治剖）年、
上海に近衛篤麿貴族院議長を会長とする東亜同文会が経醤母体となって開校した
l
東亜同文書院は日中間で貿易もままならなかった時代、却世紀に向け、中国の言葉や経済に通じた
優れた人材を養成するために設立され、1939
（昭和
M）
年、大学令により東E同文書院穴学に昇格した。敗戦で撃するまでの羽年間で約
50
00
人の卒業生を送
り出した東亜同文書院大学は昭和同年、学長となった本間害一を最後に翌年、その幕を閉じた。昭和目年
3円、本
間学長以下教職員、学生
200
余人は博
多に引き揚げ、新しい大学の候補地を探していた本間は豊橋にある旧陸軍 師団長官舎や予備士官
校の跡地に着目～横田忍豊橋市長らの援助と寄付を基に周年日月日日に新生愛知大学として発足した。初代学長に前鹿応韓塾大学総長の林毅陸を迎え、昭和お年には第
2代学長にな
つな本聞は昭和叩年、小山富山蓄に第
3代学
長を諮ったが、
4年
後、急逝し 胤岩井の後を受廿て再び、第
4代蛍長となった
ι
昭和計年の愛知大学事件では学生の弁謹を買って出た本聞は間部年の薬師岳遭
「玖
A1ね・本向喜ご
中和を致して天地位し、
万事育す
難（差日会死亡）の時には「大学は家庭と同りだ。自分の三親等以内の子供たちが避難したと同じだ」と言って学長を辞職した。申自の一員弔問」に出てくる「中和致（ちゅうわいた）す」を座右の銘とし 本聞の精神を、愛大
O
Bの著者・越知専は「本間イズム」と呼んで、教育者本聞の姿勢を理祉している。「本間イズムと愛
知大学」（資判明編）H企画・越知専、網襲・平田理人目は愛大事件で証人に立った本間の国会証言を収録、「 学の自治」「学問の自由」、「国
499 
家としての薗鹸」を見据えた発言から、本聞の人間像を探っている。両替を通じて、越知専氏の母校に寄せる熱い真情が込められている
oH
散柿略。
愛知大学東亜同文書院大学記念センター（藤田佳久ンタ 長）発行。
．…た
「全国レベルの愛知大学J
を目指そうという佐競売彦
学長のあいさつ（神戸にて）
11 月 25 日（i)(）おお話g号＇東日新聞⑦ 
| 器不必見神i 愛知大学漂露iill•文曾院史学ぬ
塁 I 』声資料蹄愈・刷会
"l u:, .. "" ＇＂‘・....，・4 ・個人？
品目叩岨白骨
唖〉
子主
ラ
〉ノ
本間イズム伝えるイベント
来訪者に「応鑓国の演鐸の型」を脱明する間代宮永団長
創立の苦悩語る資料
本間喜一氏の生家訪ねる
ω月初日、山形県
米沢市の隣町、川白
～fz町市いほの本間官官白一党
証明、為市｛の生家を、本間売sv
－ V
年の畏女紙一十さん
．12
と、私の濃の
3入で
お訪ねした。
マ、約
180
年前の文
同政時代に建てられた
家、その続きの盤援部盟か一句、旧姓小川山百二氏の何回叫がたく
さん見つかった内れている。その問要その中の
1つに、は炊の辺り。
昭和幻年自丹羽田付「
3万
8000
即
で、築家のおい、小の土地と
650
坪
池ω川会ロんにあてたの建物が借りられ手紙（便せん
4牧」る。今つくるとすれ
があった。ぱ
4000
万円（紹
本間イズムの新発和幻年当時）かか見である。愛知大学る まずは法経学部設立前の貰包な手祇を作り、将来は水認で、公知大ザ創立に学部や鈍宇部告作りついての山由労が荷かたい。食渇燃や疲労
もあって、同日（
η
・
25J
）泥った体尚一
が、
4一員
500
匁
（凶・
BJ
）も減っ
た。その－っちに白上（くに）に送いに行くのでよろしく」理工学部についてもいゥとき、地元のよ村平一郎代的刷土を通じてお願いしたことがお
Jや宍代議土
、じ－
MV
南甲－A芯一副担一叫掌一ト回大一肌
・院一
U
－宅一
mh
．立一刷タ型耐’’古川『’
hu
乙時一肌包41
量一地
毘念一山富コ
U円一同
晋椴－＝＝ロ裕一芯富山混一山帯自
ιへ州一
9
覗園田園，
CZ3
圏院叫ん内加盟書吋石川町向
2
・・
1
－
r内勺ゐ
回副句〈
U
一，目印日
司思て
JET
－－
彊同型山麺亜山両州
p
画東巴剛
M
m！？朝刊圃
h－
w
－E
叩
dH
唱法制子竺山川町
の子量産か主るさつになワた。本部地区穴定置の一直己申一削川聞きしたことがあ問先生の苧もかなえ初代総裁は安知大学一園町凶
4AJ
岬一
1M
るのられ叱本側主きする一理羽山一認定誌は主一」な夢を申回諸問悼の研究でものであり、慎一盟国同元晶
UJJ
白川一件批
待っておられ のでは白苦言一子、文震五日の御室菌室竺 口君。世界史君、知られ混 率 器会も「
l・1E1
このところ、実ているが、もヨ1つ議主が車両文一一
ZZET
2
ロlスクール、の特徴きっと間耐震事最後の学長←一
Z叫開寸
司法日韓の合開苦はに発揮 いものでであったことを一帯え子い川川げ川ド2りた究会同拍手はある。 と、この
3日間志二げ：
i
ベ『八ト
5以ト苫レペこのに月
1
、
2、悶イズムが各地で紙一一矢釦明別仕
ルが上がった。詰…
3日の
3日間亀でつ一」いたことに忽ニ欧同市場町一鵬棚田附
烈の通鈍
3人さ一洲佼知大学や同夜まる
t
二ち調
MJJ
陣誠
忠彦最高裁初代民応誇 イベントがそ 壁をグラフニ暗闇抑制儲崎明日iA
附mdm
あわれっ、応器で計伝子富二一源問閣割問
獄初代事務総長）がのり
lダ
l詰は、文密院大制定念セン一一蝉吋品説明
関与した大学である本間イズムを
ω京タ
l客員研究ぬ・越ニ枇
O
高岡
ことを、実紛で示
H
応援問創立時の中知専）二塁
応慢国澗鑓の写真や活動状況の
パネルは魁知専主宰研名接会長の
la影によるものを殴示した
???| 年ピ近トめポ錦戸を掬余（人さ3
、
晶vhuがや会ぎ、総にル度い子年なホ引にア
郎
dz孫井
誠～「安長島岡山でる館通．場臆念
－J
闘を肥刷会」文、情附声聞州国神・声と吉神文三
愛知大学収蔵の孫文や同文書主
l境関係資料などが展示された
500 
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町一コ本開名誉学長の芯
lト、手紙発見
見覇暴斤同コ
I 調髄lliill!i，.－－~ト議111；持謹自L －－－~轟（子詩碑i審車韓議議鞠時？？言語
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東亜同文書院大
愛大記念センターで公開講演会
借用することになった。中国側は敵に占拠され と
L亡いる」と
解説しか』
O
また罫院大が日中戦争前と後では大きく性格が変わったとし、「戦
議卸北川氏が歴史語る愛知大学東亜同文嘩院大学記念センターはお目、愛知大学盟橋校舎で公開講酒会を開き、書院大の盟後の入学症だった北川文市民が、笹院大が日中戦争後に上海交通 学の校舎を利用した乙とは、品開なのか、占拠なのかについ亡詰った。北川氏は、日中戦争で覇院大の校舎が焼け
たために、交通大の校一と説明し、「日本聞は舎を使うととになった←膏慮の結県、一時的に
み怠憤
曾 ：！ベスは
ー否「占拠J
忌む
を
悟
る
氏
露
":fa;:. 
義
枝
争前は中間断入学
ιが学
んでおり、日中の友好をはぐくむことができた。戦争後は臼本人だけになり、離しくなった」などと述べた。
（竹下貴信）
2009 年 11 月 29 日（自）東愛知新聞
上海交通大学史の掴轟についてきょう盛大で調演会愛知姦東亜同文
曹院大学記念センター公開鵡演会は、印日午後
1時加分から
同大学豊橋校舎本館5階会議室で聞く。講師は葉敦平・上海交通大学教授、テーマは「上海交通大学史の編纂をめぐって」。入場無料。現在
120
年史を
編纂中で、校史 鎮の目的や方針、特色などについて聞く。
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2010 年 1 月 30 日（土）東日知新聞
2 0 0 9 年〈平成 2 1 年） 12il15B （火曜日）
主主
= 
= = 
＝＝宅
= 
= 言
= = 
= E三
三三
喜芸
= = 
= 
= 
= 
= 
= 
- 
= 
=
= 
= 
= 
= 
= 
= 
宣言
玉三
主主
= 
主主
= 
= 
= 玉三
= = 
= 
= 三三
= 
= 
= 
= = 
= 
= 
=• 
= 
= 
- 
= 至芸
宣言
= 
= 
= 
= ;ea
= 
三三
= 
= 
= 
= 
= 
至芸
ま愛
ち知
は大
た学
ク同
ラ窓ブ会
第
1 
回
会
之』
口
倉橋健二
愛知大学同窓会まち一一軍（けいもう）する会はたク一フブ（越知事代一
Hの第
l回会合が回
表）
H本間イズムを啓一日、愛知大学車道校舎
周嗣主事斤ラモロ雪量E買
日暗許議事宅聞かれた。越知代表が「本間イズムρ愛知大学」につい
て説明。「簡単明快に一軍へは、作曲覗と仁と震を根源とする大学
u」
と、事例を挙げながら説明し ム「後の啓翠活動について討輯した。その中で、中学校に対する出前授業は今までのように進め、同窓会各支部の総会などでは、「本間イズムの事例踊や資料編」をもっと積極的に配布・紹介することが必要で、いつでもど でも分かり
満るを点 I と訪に 進寄入るリタ槻メにや~ぷ~誌な詩li 開喜室！てど J l やフ書き憎－橿i』：語；ョHi~i1；襲
k., i 舎官。道開高喜多 Z 護勇宮
町霊能鰐鵠きで守護長沼田UiiUiifill~ 杢望号者意ポ臼妻署雪量害事 室 塾宝韓実護 i~ 若 Q 富』
1!1!tl;l1l1U 
IHHHitli~UH 喜一先生の想い出話を一語り合った。一また、陶芸家・古橋一尚氏は、本間喜一先生の座右の銘の「日々是→新」入り 湯飲みを特製し、参加者全員に配布、来年
5月には、
中日文化センター（名古量・栄）で「人命は地球より重い」・教育者本間喜一の生涯（仮称）の特別講座を開く予定との翠事あった。（東愛知新聞社通信部長）
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臨麹
穆一定
冗書画カメラ一式贈る
まS脚ラヌ糊似ラー鵡る ⑮ 聴押一一＼
h
? ? ?k一川町富・パ斗ド
曜置』
三一一陣一見一f－K
一二審投援などを一
一主一帯語大同望書一一日言たクラブ界目、一一旦蚕締役躍とスクリ
1一
号一一
rfi
智弘一
－E＝寄付した‘
27
プの越一
一段＝相暗代表
E写Rea
と一
一日明＝肉福袋の態宮駅醤副長一豆hm
＝畏
Eg
’
Eが市敏醤に一
星芭留守護事妥哲一一ω一面
q牽議長一同世I I ' ,;:;,£!·~~-..''' .,ｷ. 
1,ｷ ~＂主ヤ鞍F.） ふ
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周圏R
-f 1 I ！~選 i一一 一一一銭閉じ二組園祭新：ト：画樋圏盤融調圃圃園盟草壁城常さ；；：開種選議長iri11γ！
議行・安田
例週間山大学の設立期たどる
約切校の史料山点
日本の各大学が幕末から現時まで、どんな時代を背負って生まれてきたかをたどる会留守掌史展「日本の大学ーその設立と社会
i」が、明治大
学博物館（東京郵平代田区）で関かれている・約的の国立、私立大などから創磁当時の校舎の写真や股立題意管、制服など
111
点が集まった。
主催は、会医大学史資格協援会東日本部会と明治大学史資額センタ七悔豊富は各学の歴史を能額する研兜者ら判）喝九大
IE 
期
の
害
等
学積
一一．
の
嗣リ
からなり、調査や公闘をめぐる研兜会を重ねてきた・「大挙議凪酬の歴史震はおそらく初めて」と岡部会。展示は国の政策と社会の要情のなかで、大学が、どう歩んできたかを追った。主な構成は、①幕末維新規の「模索の時代」②女子教育や商業、外国語などの学校が股立された「多様他の時代」③大一学令で多くの私学が大単と留められた副度他の時代」＠敗戦後、新制大畿が生まれ、現代に至る「 しい大学 代」
MN040
柑（朝間同
NN刊）司泊
MNm
回
の各コーナーに、「大学史のなか 学生たち」を加えた．会場には、大学の師陣立原信や題意密、認可曾類（明治、国学院、拓殖、早稲田、日本女子大）のほか 学生のノート（京都 、百平銀生の写真〈お茶の水女子大）、率業罰の答辞草稿（日本犬） 学飽食制服長壁面、実践女子大）などが並ぶ．大学紛争時ピラや事
Tb震の主事も展示さ
れた・屡訴を去とめた京都大学大学文書館の西山神・滋教授は「 のあり方が鴎われる今、その原点を見つめ箆す儀会になれば」と怒している．
2月日比日まで無休。無線．
問い合わせは同センター（回・3296
・
4085
）。
通信回
5師
諸事項の報告・紹介
2 0 1 0 年（平成22年） 2 月 6 8 （志曜目）
んま』岡践女
創立者。本間名誉学長の書簡寄贈長
表の越知民はじめ、愛
愛知大学の創立者で、第
2
、
4代の学長義めた、本間甚量皐畏（
189111
大間蜜罰金畏の浅井
987
）の生家で醤見され炉、同大設立に向砂た強い決意を示す直筆の番簡や勲
2等勲悪行、加藤満憲両民、
寧が
5白、本間氏の長女・殿岡歳子さんから同大に寄贈され？』＠（杉浦文夫）・一本間ゼミ生の愈橋健二
d
上海の東車問文瞥院一点を扱み取れる手紙」一民が出席、臨閉ざん
一大学の最後の学農を務
7通知氏。直箪塵本は一や佐藤学提、藤田佳久
一め、敗戦で引き揚げて一同センター内の本間氏一・同センター畏と懇一きた本間氏が
1946
一のコーナーに、岩フ
l一誠。
一（昭和
au
年
9月初闘い一コピーは学長応接室や一藤田センター長は
一おいの小泊信哉氏にあ一車道校舎の同窓会室へ一「センターの整備・充一てた書簡。「同文書院一と、いずれも舗装して一一興事業 最終年度に、一大学に代わる大学伊設一智贈することに。一思いがけない蹟重な費一立し、 生教授連珍毅一殿岡さんから直筆の一棋が噛唱え、本当に駕い一霊長く」失望議書取った譲 ている」、皆さんは一に空襲や目撃 一善意「設立趣意 「警ん 父への温か一六一霊童している。 管匹敵する器。学一い忠弘、きっ長に一殿岡さんは昨年同工生や職員への思いなで云わったのでは と話一月、愛大 躍笠岡文書院一ど、熱いも を感じて一九占 ← ていた．セシタ
i客員研究員二ゾクジクシ
γνた。大学一一
越知事氏と一緒に、山一の原点に立ち戻り、援形県川西町の本間民一り返る貴重な資制。心（旧姓・小池）の生家一から感謝します」とお砂訪れ、旧霊智宅発見一礼が述べた。した。一串£～、木間イズムの「義・仁・盤に満ち一啓
F2
暗闘を仔う、ま
たか本間イ叩”の原一ちはたクラブから 代
民病奈子子安ロ雪異色3乾
佐藤明轟（右）位、本岡氏直信の密聞と勲寧を漉す臨岡さん．左は越知民日愛知式学学長応接室で
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2010年（竿戚22f哀） 2.F.16 日〈主砲日〉臨翠掴
万謝
故本間愛大名誉学長の長女創立直前の手紙寄贈
－「－愛知大（本部・盛幡工ハ（阻和二十一）年、骨一市）の故・本間昌一名一山形県川西町の実家に’喜学長が大学創立繭前芸付。「将来、中国で一一に、おいにあて左手一の活一幽霊奪阜、やみ朝一色一が五日、 女の鳳間風互轟成したい」と窓露日一子さん（告ら自東京都世一込んでいるほか、戦後匡一回谷区
Hから大学に寄一の食糧事情の悪佑を挙
萄読売 げ「小生は体撞一五
J
一手紙は創立へ主轟的一も減っ芹－と記してい一な役暫忽提たしていた一る。昨年十月に見つか宇志闘名張翠授が 九四一った。
殿岡苧仰は佐藤－克彦一「父がいかに盤斗に奔学長Ne主義量子輔ち、一定したかを多くの人に
町駅知ってほし題い」と国量臨した。大学壇は来週にもflsT
艇の複製
『を豊橋校舎一内の霊元東戸車問文密院
大記念センターで塵取する。（安田功〉
一間一←一新一二一←日一 本開学長の書簡など愛大へ一二東＝一一阿 、人総括荻長女 殿岡さん謡…一組 － 番大範幸・一の盤、マイクロフ一ご綿 … 本間喜一名惹蔓の
7
ルムなどがま警一
二ふ一一一手紙が
5沼、愛知大れた。－
一位一一一学に寄種。れ有贈一直筆の稽簡は昨年一て自一一一塁は、愛知大壁豊橋．
m尺本間名護盛長一
一一
6
一一一校舎本館で行われ、一の生家・場県東置一
－一主一本潤名欝学長の畏 賜郡川西町（現富一一；一言・殿霊子さんか、一 市）で発見された
ι一
…
J
一一一ら露 室長に一昭和益
9Z
回付一
宣言電の蕎、啓一等一で、銅（おい）の小一
liJ
港整にあてたも一一のさが、本間名慧ナ
曹と）長の（露）大学説一のんで一立に向けた強い決意一鐘さ学
E
←
富岡大一が便鐘（せん）
4枚一
の殿蛇
2につづられている←
長忍震＝間鴨簡はカラ
lコ一
騨町一ピーされて額号、一名手単一 露大学 ほか、東一聞を擁一一 軍同文瞥院 記念一本簡健一←一センター、同窓会に一
贈られた
U
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素昨E三ヨ司コ
問一醐
aE
首局内ニここ
1J
者調
6
－R司耳・－
a
匡』
Ehkdrb
、tR3
・
まで、策目を集め盃凶来事が号？かと思えば、法制一容輯相次いだ。しかし、その詮に会の部会州官公訴時効制度見直なって目立たない出来事 なしの智子案を出し、そのなかかにも、看過 きないものはで、改正措撞宣副に発生したいくつもあるし、見過ごされ．来解決 件にもこれ室用すがちな事柄ほど、あとで重大ることに含みをもたせた。こさに気づかされるということれは朱解決事件に苦しむ犯罪もある。それらに目配りする被害者遺族が長年求め椀げてのは、もちろん私たち市井をき子事担心部分であるが、法徳おいてほか ない。を、毛の捧作前にさか ぼっ
『万人に闘かれた施畿を』
守宅ここ司
aT
震餐左割引ヌ嘗－刀宅霞弓カ迫
34
と
L333dR
吾首相暗に迫仕
LF4
禿礼歩穆穆
はなかったことを思うと、民義かせる。こんな光景を、なリコール明書績に立ったト主党政権の の盗に壁ズきなどれだりの目本人が想像してヨタ堤これを織に、申走ど失望事覚える。ほかにも、本いただろうか。こかに聾しているのだろう年度予算譲の棋算要求時に擁
A画梅外で問題となったア「ものづくり」の神璽塞て
結された』の露予算の一クセルペダルやフロアマットて、したたかな世界主の顔曲が、坦
Z県逮の強い要望にの不具合は、長属国本の製造に事ねってゆくのかもしれな
よって次々に侮寵していると撲が簡ってきた品質管理の思い 日本人がこのリコール闘いうことであり、「国民自惣 控術が、すでに過去の物理が皇子ぶことは多い。総」とは結局 地元の利益 語である の、分か的やす〈たかむら・かおる日作代弁のことであったかと、あい例な だるヨトヨタが急家〉
一帯学芸員配置の義務化求める一一蹴VV
連携して運
1シティ・ミュ
lジアム・ミ・
FFU
営ノウハウ存蒸有じようという取ィング」が開かれた
U挙加したの
語川り 組みが始まった。多ぐの大学がは、三＋七の大学博物館の担当一習生餐警の一環としず曲望事難者。坪内誼遥を記念した早稲田大一躍聞にカを入れているが、人員不足な演劇穏物館や、旧制第一高等学校冨子ど謀題を据える博物館も多い。遠因曾僧を使っている東京大駒場博冒し、携していきながら、文部科学省に物館、愛知大の東豆同文寄院嘉子一－一コ対し は峯の護柔め、運営記念センターなど、各 の所蔵官回
の充実を図る方針だ。の特色受歯震の内容などが報告
阿一大学博物館は全国に三百五十鏑された。蜘一ほどあり、年々糧却している。少博物館訟では、地方自治体や財空間欄砲
..... 
子化で大学経醤が苦しくなるな団法人などがつくった博物館に
内閣一圃帽
a温か、学生以外の幅広い年齢層を学時調査研究や唇ホの業務を担う
ι
’
ι・F』内に呼び込むことができる博物館専門職 雲買を配置するよス垂
-i
- 
一同
vue
町
EE
が見直され、開館が相次いでいる務付けているが、大毒物館は、
一aE
・ためだ。この法俸が適用されない。経営
－
aa
司明治大で昨年十二月、「ユニパ上、専任の雲買を置くことが錐
．品。〆 0, _;. s ふ J
・. ;,.;;•• .，.，」員員し：~：1~；主l l室長
!i~ き
主志堅手建雪i
が課題」（日本大律窃賢顕科学部博物館）、「ボランテ仔アの協力が大きい」（和空室夫文化資料館〉という意見も聞かを匂他の情物館にも参加を呼びか句、八月に予定しているこ回邑の会合で塁走譲組織を発足させるb所蔵資料を研究・公開する体
制を整えるため、寸霜省に、ま冨員配置蒙寝脅する法整備など訴えていくとともに、大学側にも研究費の増額などを求 る方針だ。呼び掛け人の一人で前明治大博物館事務長の伊能秀明・聞大中央図笛館事審骨ば「翠掛からは探捕な声が寄せられている。大学はとかく閉鎖的と思わ がちだが、万人に聞かむ街括鋸の活動を遺じた社会貢献を活性色さをたい」と話している。（栗原淳）事「思うままに」は休載しました。
位実おく住宅とし家に充て
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rｷ 
のは、高校の教室市た。
「く」の字の形に一
れた大きな三階建ずの、三惜の一番端つ申請州国時代にハルピ‘領した日本人によっ一られたもので 灰色－しりとし品量厚感の占りは丈夫そうに見元『かな
ηヰロくもなってい
変形した木の床は、－Uぽ、ぎぎぎぎと、．音を立てるのだった
A
昼間は学生さんが
h
がやがやと騒がし〆が、・放課後、特に先品みんな帰って、臨下市が志村て損されるとと静まり返った。幽居さながらの、大きな曲中にほ、わ 六人家品
舟嗣諜F干
でるス図パ知ン周ヤ者
遺品寄贈で愛大豊一橋一校舎訪問の遺族も快諾駐
タ手口雪量を
2012（平成24）年 4 月聞学の新名古屋斗ャンパス〈ささしま｝に、盟
知大学の創立者で、第 2 、 4 代の学長を務めた、本間帯一名営学長
(1891～1987）の胸像をと、現在霊堂橋校禽記念会館に鍋座する本間
氏の胸像の移設を検討していることが分かった。本閥氏の遺品寄贈
のため重量橋校舎に訪れた巡旗も、佐藤元彦管長から『新キャンパスで
も創立者の周知を凶りたb、」と説明を受け、快諾した。（杉浦文夫〉
軍事E2 0 1 0 年（平成 2 2 年） 2 月 1 9 日（金曜日）
コーナーへ問瑞宝軍は一んは「より多〈の人に寄贈主よりを知つ弥生殺しまれる場所なら」皇子さんが九一緒に展
7展暫しセ
示を」と長官そいた一乙の日、本間イズム旭自重光章を
ζの目、一を轡もうする岳、まち
窃肘し炉、一はたクラブの越知事代’
像で愛大盛橋校舎に同一佐藤学長は「本問先一義、倉橋健二幹事も間一嚇館呂、本岡氏の長男夫人・一位関連の資料が充実」高。越知民は量稲田の一露万皇室ん〔予憲一と感謝
4名古属の章一護軍備、慶応の福沢一
学叫都在住
Hと、長女・殿岡一ャンパスの学生らに一諭吉、同志社の新島譲一
樹畑綾子さん（円高宣言者を知っても一に匹撃るシンボリツ一間同れ、本慢の「勲
2章一らうため、胸像を移設一クな存在に量んで一
本＝臼震光叡」 勲殺や勲一したい」井議℃、殿阿さ一いた。一
昌記、「正四位」の叙位記一固などを 佐藤学長に世間一日開主。一
東盛岡文也院大一学学一
四長を歴任後、愛犬創玄←Eに尽力し、段高裁判所
4
6初代事務総長を務めた一後、愛大単・長を務めた一本山剛氏に空間、勲
2笠
瑞宝章が授与された一が、他出した前年
5丹、一
同旭日重光傘も受章。一同
6月の大学持の時、←
諸冨諮問ポ披嘗
Cれ九一
今月
5目、殿岡さん一
が同大の本間氏の展示一
務
室事
弓C. ｛こ詩
＆の i
i i省大軍
警毒
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東亜同文書院大学記念センター公開講演会
上海交通大学史の編纂をめぐって
日時 2010年1 月 30 日〈土） 13 : 30~ 16 : 00 
会場 愛知大学豊橋校舎本館5階会議室
豊橋鉄道渥美線「愛知大学前j下車すぐ
講師葉敦平氏
〈上海交通大学教授〉
上海交通大学は中国での鉄道技術研究や同技術者を養成する日本
でいえば工業専門大学でした。その創立時の名前は「南洋公学J と
称し、 「南洋大学」となりました。東軍｜司文書院の設立の直前に関
学し、中国の大学史では最も古い大学のひとつで、今日では重点大
学になり、文系学部も加わり総合大学へと発壊しています。書院が
それに隣り合って立地した時代、戦時中その校舎を借用した時代と
書院とのかかわりのある大学ですυ
この上出交通大学は現在120周年の大学史を編纂中です。今回は
その校史編纂室の代表である葉先生をお迎えし、校史編纂の目的や
方針、背景、具体的な構成作業などについて、中国における大学史
編纂の特色を講演していただきます。なお葉先生はこのほど第16回
東班同文書院記念賞を受賞されています。
※講演は中国語日本語通訳あり
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